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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、消費者の心理的態度や目的が、どのように CGM(Consumer Generated Media)へ
の参加という情報行動に結びつき、そこからどのようなメカニズムでコミュニケーション
ネットワークが生成されるのかのメカニズムを明らかにした。また、そこで生じたクチコ
ミをはじめとするＣＧＭ上のネットワークが消費行動にどのように影響を与えるかを分析
することで、適切な市場の設計や広告戦略の立案への支援も可能となった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Word-of-mouth communications among consumers on Internet has been rapidly and widely 
increasing due to the development of Consumer-Generated-Media(CGM) such as blogs, 
SNSs, Q&A sites, and reputation systems. We developed the model of effect of online 
word-of-mouth communication among consumers using agent-based simulation and 
data-mining technology. Our simulation models showed that the online communication 
we defined has a positive effect on both the number of buyers and the diffusion of 
information by online-WoM. They provide insight into the essence of online 
communication. And we developed the model of transition of users communication 
structures in social network services(SNSs) and we derived some features of life cycle 
of SNSs. Our models showed the transition of the structures, regarded it as a life 
cycle, and then categorized the SNS sites. Our study can indicate that how do consumers 
respond to an expansion of communication spaces on CGM. 
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１．研究開始当初の背景 
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がビジネスとして成立するようになってき
た。一方では、「Web 日記」から「ブログ」そ
して「SNS」へと個人の情報発信、個人間の
ネットワークも大きく変貌を遂げている。 

こうした中で、CGM を俯瞰的に扱った研
究は少ない。例えば、ブログという単一のメ
ディアに関しては、川浦ら(1999)が社会調査
を中心とした社会心理的アプローチをおこ
なっている。また、ネットワーク分析を用い
た構造分析によって世論分析を試みた研究
もある（Adamic and Glance,2006）。QA サイ
トに関しても、個人の参加動機を分析した川
浦他(2008)の研究がある。 

このような背景において、CGM を俯瞰的
に調査してその特徴やユーザ層を分析し、
CGM のメディアとしての特徴を相対的に位置
づける必要があろう。その上で、CGM が発展
したことがメディアや市場にどのような影
響を与えたかを分析し、今後のマーケティン
グや政策立案への一助となる提言をおこな
うことは今現在重要な研究課題として残っ
ている。 

更には、既存研究では、研究手法におい
ても「社会心理的な社会調査アプローチ」「ネ
ットワーク構造分析」など単一のアプローチ
をとっており、ネットワーク構造に着目する
と、ネットワークの構成要素である人間の心
理的態度を捨象してしまい、心理的態度に着
目すると、ネットワーク構造との関連を議論
できていない。 

そこで本研究課題では、CGM を俯瞰的に
扱い、更には異なる専門領域を持つ研究者が
研究組織を形成し CGMを多面的に分析するこ
とにより、人間の内的側面というミクロの要
素からネットワーク構造の生成というマク
ロの現象を接続する理論を構築すべきであ
ると着想するに至った。 

応募者はこれまで、信頼と協調に関する
エージェントベースシミュレーション（石田 
2007）や、ブログメディアに限定したコミュ
ニケーションネットワークの発展モデルの
研究（山本 2008]、オンラインクチコミに関
するエージェントシミュレーション研究
（Okada 2009）から、本研究に対する基礎的
な知見を得ており、これらの基礎的知見をも
とに研究を遂行することにより、本研究課題
の実行は多くの成果を期待できる。 
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２．研究の目的 

Blog、SNS、QA サイトを代表とする「消
費者発信メディア（Consumer Generated 
Media(CGM):本稿では以下 CGM と表記する）」
は、消費者個人が情報ネットワークを通じ、
財や情報を取引することを可能とする新た
なメディアである。このメディアでは、財の
流通だけでなく、財や参加者を評価する情報
の流通を如何に制御すべきかが重要となる。
流通する情報は個人の主観的な情報や評価
であるので、これらの情報には心理的なバイ
アスがかかりやすい。また、消費者個人の発
信する情報であることから企業が発信する
広告などのマス情報との乖離が発生し、それ
が個人の持つ企業やブランドへの信頼に影
響を与える可能性がある。 

CGM の発展は、企業やマスメディアにと
ってあらたな情報流通チャネルとして消費
者との間に橋を架けるものなのであろうか、
逆に壁となるものなのであろうか。この疑問
に答えるために本研究では、CGM のメディア
としての特性と人間の心理的特性が、CGM 上
での情報行動を通じて、どのように企業・広
告・ブランドへの態度に影響を与えるのかを
明らかにする。 

 
３．研究の方法 

研究目的で記したように、平成 22 年度
には、CGM の特性を明らかにするための、CGM
を俯瞰的に調査してその特徴やユーザ層を
分析し、CGM のメディアとしての特徴を相対
的に位置づけた。平成 23年度以降には、CGM
空間上のコミュニケーションネットワーク
がいかにして生成されるのかを明らかにす
るための、質問紙調査およびシミュレーショ
ンをおこないネットワークの生成メカニズ
ムを明らかにした。その上で、CGM に参加す
る個人の、どのような特性／態度が、メディ
ア・市場に信頼をもたらすのか、を明らかに
する調査を実施し、これらの成果を統合した
研究成果を発表した。 
 



 

 

４．研究成果 
本研究課題ではCGMの具体的事例として

SNS に着目した。大量の小規模 SNS を対象と
して SNS におけるコミュニケーション構造
の推移に着目し，SNS のライフサイクルにあ
る種の法則性を見出すことを目的とした研
究を遂行した。SNS 上の日記・コメントによ
るコミュニケーションがどのような性質を
持っているのかの指標として，SNS 上の友人
ネットワーク内に閉じているのかネットワ
ーク外とのコミュニケーションが多いのか，
日記にたいして友人の多くがコメントをし
ているのかなされていないのかを表す指標
を開発した。さらに，前月と当月のコミュニ
ケーション関係が同様に維持されているの
か，新しく発生したものなのかにも着目し指
標化した。これらの指標を用いて，コミュニ
ケーション構造の推移を観察したところ，大
きく２点の特徴を抽出することができた。は
じめに，活性化する SNS は５つのクラスタ
に分類することができ，その中にはリアルな
友人関係を基盤にした群や，ミュージシャン
や芸能人のファンからなる群など，比較的解
釈が容易なクラスタが存在するという点で
ある。これらのクラスタは SNS の基本的な
類型を識別するのに有用となるであろう。こ
の研究の成果は主として日本社会情報学会
誌,Vol.23,No.1,pp.33-43,2011(9)として公
表されている。 

一方で、CGM が持つ本質的な性質を明ら
かにするために、CGM 上のクチコミをモデル
化し、クチコミと消費行動の関係をエージェ
ントシミュレーションによって分析した。
CGM には SNS のように個人間のつながりを基
盤とした情報流通や，QA システムのように知
識の類似性を基盤としたものなどいくつか
の特性がある．本研究課題の取り組みではコ
ミュニケーション相手の選択基準として類
似性の高い他者を選ぶ傾向がある集団と専
門性の高い他者を選ぶ集団を設定し，消費者
の行動の違いをシミュレーションにより分
析した．専門性の高い他者を選ぶことは，@
コ ス メ （ www.cosme.com ） や AllAbout
（allabout.co.jp）のようなサービスが該当
し，類似性の高い他者を選ぶことは，
Facebook や mixi など SNS サービスが該当す
ると考えられる．また，個人の能力の分布と
して先導的な消費者に優位性がある環境と
（PC 製品の知識などが該当），個々の個人の
興味関心とのマッチングが重要であり特定
の消費者に優位性のない環境（余暇や趣味に
関する情報が該当）を想定した．この２つの
軸の組合せにおいてどのような状態が消費
者の購買においてもっとも効果的なクチコ
ミ流通が発生するかを検討している．その結
果，例えば PC 製品のように能力による優位
性があるコミュニティにおいては，専門的な

知識をもつ消費者に積極的な情報発信をす
る動機付けをおこなうといった方略が有効
であることがあきらかとなった。これは積極
的な発信者やコミットの高い参加者をプレ
ミアムユーザの呼称を与えるなど何らかの
優待によってエンカレッジすることの有用
性を示している．一方で余暇や趣味などに関
するコミュニティでは，従来の積極的ユーザ
に対する優待よりはむしろ個人にとっての
類似ユーザを如何にして発見しやすくする
か，また類似ユーザ同士のコミュニケーショ
ンをエンカレッジすることが有用となるこ
とを示唆している．この研究の成果は主とし
て Journal of Advanced Computational 
Intelligence and Intelligent Informatics, 
Vol.15 No.2, pp.197-203,2011(3)として公
表されている。 
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